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第 1 章 はじめに 

1.1 事業目的

カーボンニュートラル社会の実現、循環型地域社会の構築に向け、民間建築物を含めた建

築物のさらなる木造化のため「都市の木造化推進法」の施行等様々な施策が講じられている。 

しかしながら、3階を超える規模の中層建築物等については、依然として木造化率が低い

水準で推移しており、コスト、施工性等の点で高い競争力を有し、地域の設計者、施工者（建

設会社、工務店等）の間で広く展開できる構法及びそれを実現するための部材供給等の枠組

みを整備していくことが必要である。 

こうした状況の中、本事業は、国土交通省・林野庁の連携のもと、4階建ての事務所及び

共同住宅を対象として想定し、コスト、施工性等の点で高い競争力を有する構法及びそれを

実装するための部材供給等の枠組みについて、検討段階のものも含めて広く公募し、寄せら

れた提案について、地域の設計者、施工者の間で広く展開を目指す観点から評価を行い、今

後中層木造建築物に取り組むことが期待される関係者と広く共有することを目的とした。 

1.2 事業概要 

(１)提案の公募

一定の要件を満たす「構法及びそれを実装するための部材供給等の枠組み」に関する提案

について、（公財）日本住宅・木材技術センター（以下「住木センター」という。）と木構造

振興（株）（以下「木構振」という。）が共同で、「検討支援枠」「一般枠」の２つの部門に分

けて公募した。この公募内容は、1.3に記す。 

(２)応募された提案の審査

応募のあった提案について、1.3の所定の基本要件や「検討支援枠」に係る追加要件を満

たしているか、1.4の評価の視点を踏まえながら審査を有識者会議において行い、本事業の

対象事業として「検討支援枠」の４件及び「一般枠」の 2件を選定した。この有識者会議の

開催内容は第 2章に記す。有識者会議名簿を表 1.2.1に示す。 

(３)「検討支援枠」に選定された提案への支援

効果的・効率的な実装に向けた助言及び意見交換を行うため、有識者、関係団体及び各提

案チームの技術指導者からなる連絡調整会議を開催した。この連絡調整会議の開催内容は

第 2章に記す。連絡調整会議名簿を表 1.2.2に示す。 

実装に向けた検討に係る費用として、「検討支援枠」として選定された 4件の各選定チー

ムへ 350万円を上限として助成した。なお、各選定チームは、提案内容に沿った解析、実験

等の検討事項の適切な実施のため、木構振と役務契約を締結した。 
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表 1.2.1 有識者会議名簿 

 

（敬称略、順不同） 

 

委 員  五十田 博  京都大学生存圏研究所 教授 

稲山 正弘  東京大学大学院農学生命科学研究科 教授 

腰原 幹雄  東京大学生産技術研究所 教授 

鮫島 正浩  東京大学名誉教授 

脇山 芳和  国土交通省国土技術政策総合研究所 副所長 

平野 陽子  北海道大学大学院工学研究院建築都市部門 教授 

 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 原田 佳道  国土交通省住宅局住宅生産課木造住宅振興室長 

高梨 潤   国土交通省住宅局住宅生産課木造住宅振興室課長補佐 

髙橋 誠   国土交通省住宅局住宅生産課木造住宅振興室研修員 

田阪 昭彦  国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課木材利用推進室長 

佐藤 靖浩  国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課木材利用推進室課長補佐 

土居 隆行  林野庁林政部木材産業課木材製品技術室長 

熊谷 有理  林野庁林政部木材産業課木材製品技術室課長補佐 

松田 涼   林野庁林政部木材産業課木材製品技術室係長 

 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ    山崎 渉   株式会社ドット・コーポレーション 代表取締役 

 

事務局   平原 章雄  木構造振興株式会社  常務取締役 

金子 弘    公益財団法人日本住宅・木材技術センター 専務理事 

伊巻  和貴 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 総務情報部長 

清水 俊二  公益財団法人日本住宅・木材技術センター 首席研究員 

石部 魁斗   公益財団法人日本住宅・木材技術センター 技術主任 

渡部 宥太  公益財団法人日本住宅・木材技術センター 技術主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1章-2



表 1.2.2 有識者会議名簿 

（敬称略、順不同） 

委 員  五十田 博  京都大学生存圏研究所 教授 

稲山 正弘 東京大学大学院農学生命科学研究科 教授 

腰原 幹雄 東京大学生産技術研究所 教授 

鮫島 正浩 東京大学名誉教授 

脇山 芳和  国土交通省国土技術政策総合研究所 副所長 

平野 陽子 北海道大学大学院工学研究院建築都市部門 教授 

武田 光史 （公財）日本建築士会連合会 

大桃 一浩 （一社）JBN・全国工務店協会中大規模木造委員会 委員長 

本郷 浩二 （一社）全国木材組合連合会 副会長 

委 員（検討支援枠における各提案チームの技術指導者） 

宮田 雄二郎  法政大学 准教授 

山代 悟  芝浦工業大学建築学部 教授 

田中 圭  大分大学理工学部 准教授 

萩生田 秀之 共立女子大学建築・デザイン学部 准教授 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 原田 佳道 国土交通省住宅局住宅生産課木造住宅振興室長 

高梨 潤  国土交通省住宅局住宅生産課木造住宅振興室課長補佐 

髙橋 誠  国土交通省住宅局住宅生産課木造住宅振興室研修員 

田阪 昭彦  国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課木材利用推進室長 

佐藤 靖浩  国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課木材利用推進室課長補佐 

土居 隆行 林野庁林政部木材産業課木材製品技術室室長 

熊谷 有理 林野庁林政部木材産業課木材製品技術室課長補佐 

松田 涼   林野庁林政部木材産業課木材製品技術室係長 

事務局   平原 章雄  木構造振興株式会社  常務取締役 

金子 弘    公益財団法人日本住宅・木材技術センター 専務理事 

伊巻  和貴 公益財団法人日本住宅・木材技術センター 総務情報部長 

清水 俊二  公益財団法人日本住宅・木材技術センター 首席研究員 

石部 魁斗   公益財団法人日本住宅・木材技術センター 技術主任 

渡部 宥太  公益財団法人日本住宅・木材技術センター 技術主任 

第1章-3



事業スケジュールを下記に記す。 

選定者 

選定チーム 

有識者会議・連絡調整会議 

事務局 

連絡調整会議委員 

10月 6日 

（金） 

10月 13日 

（金） 

10月 30日 

（月） 

11月 2日 

（木） 

・採択通知の送付
・今後の予定（連絡調整会
議（11/2）の通知

・委員コメント
・助言等のリクエスト照会

技術等の実装
に向けた検討 

第２回有識者会議 
「検討支援枠」の選定 

・選定された提案書送付
・併せて助言・質問・追加
資料等のコメント依頼

提案書に対する助
言・質問・追加資料
等のコメント 

・連絡調整会議委員から
の助言、コメント等確認

・選定者に対する検討依
頼

第１回連絡調整会議 
提案書、委員コメン
ト、コメントへの回答
にて議論、選定チーム
への助言等

追加資料の提出 
コメントへの回
答

・追加資料、コメントへの
回答確認 

・連絡調整会議委員に対
する資料の事前送付

追加資料、コメン
トへの回答確認

・当日の助言・質問等の
コメントを議事録とし
て整理

・選定者に対する検討依
頼

・連絡調整会議委員に対
する追加コメントの確
認

追加資料の提出 
コメントへの回
答
 

追加コメント 

・連絡調整会議委員から
追加コメント等確認

・選定者に対する検討依
頼

・追加資料、コメントへの
回答確認 

・連絡調整会議委員に対
する資料の事前送付

追加資料、コメン
トへの回答確認

助言等の 
リクエスト
（随時）
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12 月 5日 

（火） 

12月 18日 

（月） 

12月 26日 

（火） 

2月 1日 

（木） 

2月 15日 

（木） 

3月 

第２回連絡調整会議 
提案書、委員コメン
ト、コメントへの回答
にて議論

・連絡調整会議委員から
追加コメント等確認

（委員コメントへの回答
を依頼） 

・当日の助言・質問等の
コメントを議事録とし
て整理

・連絡調整会議委員に対
する追加コメントの確
認

・質問事項等回答書
の整理

・選定者に対する検討依
頼
（質問事項等回答書及び
追加資料等依頼）

技術等の実装
に向けた検討 

追加質問等
のリクエス
ト（随時）

議事録の確認 

・質問事項等回答書
の整理（随時）

コメントへの回答
及び★とりまとめ
資料について回
答、追加資料、 

質問事項等回答書 
の確認 

コメントへの
回答及び★と
りまとめ資料
について回
答、追加資料
の提出
 

・コメントへの回答及び
★とりまとめ資料につ
いて回答、追加資料の確
認

・連絡調整会議委員に対
する資料の事前送付

追加コメントの確認 

追加コメント 

第 3 回連絡調整会議 
コメントへの回答及び
追加資料、質問事項等
回答書にて議論 

報告書の提出 

・質問事項等回答書の返
信（回答可能な項目の
回答）

・★とりまとめ資料につ
いて回答を依頼

質問事項等回
答書の確認 
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1.3 公募概要 

本事業は、公募等の手続きを住木センターが、選定された「検討支援枠」の実施者に対す

る資金面の支援を木構振が担当した。公募に対する問い合わせは住木センターが受け付け、

選定された提案の実施者に対する窓口も住木センターが担当した。 

公募に当たっては、都道府県木材関係部局、住宅関係部局、木材試験研究機関、木材・木

造住宅関係団体等を通じて募集案内を行うとともに、住木センターホームページ等を通じ

て募集を行った。公募の内容は以下のとおり。 

 

（１）募集する提案の内容 

次の①及び②の要件を満たす木質材料（製材、集成材、LVL、CLT等）を用いた構法及びそ

れを実装するための部材供給等の枠組みに関する提案を募集した。 

募集は、「検討支援枠」と「一般枠」の２つの部門に分けて行い、技術等の検討に対する

支援を活用するものを「検討支援枠」、これ以外のものを「一般枠」として募集した。 

 

 ①基本要件を下記に記す。 (「検討支援枠」「一般枠」共通) 

i)4 階建ての事務所又は共同住宅について、コスト、施工性等の点で高い競争力を持つ

と考えられる構法等に関する提案であること。 

ii)構法だけでなく、高い競争力を確保して実装するための部材供給等の体制について

も含む提案であること。 

iii)既に開発・整備済みの構法等、検討段階の構法等のいずれも対象とするが、検討段

階のものについては 2025 年度を目途に検討終了及び実装が見込まれるものであるこ

と。 

iv)個別の会社のみに利用が限定されるものではないこと。（利用に当たって所定の団

体への加入等を要件としているものも対象とした。） 

 

②「検討支援枠」に係る追加要件を下記に記す。 

i)検討段階の構法等であること。 

ii)地域の設計者・施工者により広く利用されるよう配慮されたものであること。（利用

にあたって所定の団体への加入等を要件としているものは対象とした。（団体加入等の

コストが当該構法の幅広い普及を阻む水準のものでないものに限る。）） 

iii)検討に必要となる専門家によるチームが整備されていること。（技術指導者（学識

者等）、川下（設計者）、川中（木質材料供給者）が構成員に含まれていること。） 

 

（２）募集の対象とする事業者 

本募集への応募者は、原則として、本募集に応募した提案の構法を実施している者又は実

施する予定の者とした。 
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（３）募集期間 

 以下の通りの期間にて公募を行った。 

 

①検討支援枠 

募集期間：2023 年 7月 28 日（金）～2023年 9月 15日（金）13時 

提出書類は 2023 年 9月 15 日（金）13時までに必着。 

②一般枠 

募集期間：2023 年 7月 28 日（金）～2023年 12月 15日（金）13時 

提出書類は 2023 年 12月 15日（金）13時までに必着。 

 

（４）募集結果 

 募集結果は下記のとおり。 

①検討支援枠：4件。 

②一般枠：2件。 

 

1.4 審査概要 
（１）審査方法 

応募のあった提案は、住木センターに設置した有識者会議で、所定の要件を満たしている

か、評価の視点を踏まえながら審査を行った。有識者会議の開催内容は第 2章に記す。 

  

（２）審査結果 

 有識者会議による審査を行い、検討支援枠で 4件、一般枠で 2件を採択とした。検討支援

枠の選定チームの概要は表 1.4.1のとおりである。一般枠の選定チームの概要は表 1.4.2の

とおりである。 

 

（３）令和 5年度の成果物とりまとめ方法 

「検討支援枠」の選定チームに対し、令和 5年度のとりまとめ方法として、第 3章に記載

の「とりまとめ方法（案）」を提示し、選定チームはこれらの内容を踏まえて成果物のとり

まとめを行った。 

 なお、「一般枠」の選定チームにおいては、令和 6 年度に取りまとめを行うこととした。 

 

（４）選定された提案の評価 

 有識者会議で選定された「検討支援枠」「一般枠」の提案に関して、令和 6年度に有識者

会議にて評価を行うこととした。令和 6年度の進め方については、第 3章に記す。 

 

（５）「中層木造建築物の普及加速化に資する構法解説集（仮称）」の作成 

木造建築物の普及促進を図るため、選定された提案内容及び有識者会議による評価結果

をまとめた「中層木造建築物の普及加速化に資する構法解説集（仮称）」を作成することお

した。令和 6年度に取りまとめを行い、令和 6年度中の発刊予定とした。 
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表
1
.4

.1
　

令
和

５
年

度
　

中
大

木
造

建
築

普
及

加
速

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
（
検

討
支

援
枠

）
　

選
定

チ
ー

ム
一

覧

受 付 N
o
.

応
募

者
名

（
代

表
者

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

対
象

用
途

主
な

提
案

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

使
用

す
る

木
質

材
料

提
案

の
概

要
と

検
討

内
容

1
（
一

社
）
中

大
規

模
木

造
プ

レ
カ

ッ
ト

技
術

協
会

（
P

W
A

）
＋

株
式

会
社

A
Q

 G
ro

u
p

宮
沢

 俊
哉

在
来

軸
組

構
法

の
４

階
建

て
木

造
へ

の
拡

張
P

J

事
務

所
、

共
同

住
宅

【
技

術
指

導
者

】
宮

田
雄

二
郎

（
法

政
大

学
准

教
授

）
【
意

匠
設

計
者

】
鍋

野
友

哉
ア

ト
リ

エ
/
鍋

野
友

哉
【
構

造
設

計
者

】
木

質
環

境
建

築
/
川

原
重

明
、

樅
建

築
事

務
所

/
田

尾
玄

秀
、

J
S
C

A
埼

玉
等

【
木

質
材

料
供

給
者

】
P

W
A

会
員

プ
レ

カ
ッ

ト
会

社
（
株

式
会

社
マ

ル
ダ

イ
等

）

・
製

材
・
中

小
断

面
集

成
材

・
大

断
面

集
成

材
・
L
V

L
・
C

L
T

【
提

案
の

概
要

】
・
主

と
し

て
住

宅
用

一
般

流
通

材
（
製

材
、

中
小

断
面

集
成

材
）
を

用
い

、
構

造
用

合
板

張
り

高
耐

力
壁

や
中

断
面

集
成

材
と

L
V

L
に

よ
る

引
き

ボ
ル

ト
式

ラ
ー

メ
ン

を
用

い
て

施
工

が
容

易
で

重
量

鉄
骨

と
同

等
な

コ
ス

ト
の

４
階

建
て

事
務

所
、

共
同

住
宅

を
実

現
す

る
。

【
検

討
内

容
】

・
4
階

建
て

モ
デ

ル
プ

ラ
ン

の
試

設
計

を
行

う
。

・
プ

レ
カ

ッ
ト

C
A

D
ソ

フ
ト

、
構

造
計

算
ソ

フ
ト

等
、

今
後

４
階

建
て

を
可

能
と

す
る

た
め

に
必

要
な

ツ
ー

ル
の

洗
い

出
し

検
討

を
行

う
。

2
有

限
会

社
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

代
表

取
締

役
 山

代
 悟

中
大

規
模

木
造

用
標

準
ブ

レ
ー

ス
金

物
を

用
い

た
中

層
都

市
木

造
モ

デ
ル

事
務

所

【
技

術
指

導
者

】
山

代
 悟

（
 芝

浦
工

業
大

学
建

築
学

部
教

授
・

S
IT

 総
研

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

居
住

工
学

セ
ン

タ
ー

長
）

【
意

匠
設

計
者

】
中

村
 朋

世
（
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

）
【
構

造
設

計
者

】
佐

藤
 孝

浩
（
桜

設
計

集
団

構
造

設
計

室
）

【
木

質
材

料
供

給
者

】
李

 元
羽

（
株

式
会

社
キ

ー
テ

ッ
ク

）

・
製

材
・
中

小
断

面
集

成
材

・
大

断
面

集
成

材
・
L
V

L
・
構

造
用

合
板

【
提

案
の

概
要

】
・
主

と
し

て
L
V

L
の

柱
、

梁
と

鋼
棒

又
は

L
V

L
を

用
い

た
オ

ー
プ

ン
工

法
の

ブ
レ

ー
ス

の
耐

力
壁

に
よ

り
、

木
造

に
不

慣
れ

な
施

工
者

で
も

容
易

に
施

工
が

可
能

な
４

階
建

て
事

務
所

を
実

現
す

る
。

【
検

討
内

容
】

・
モ

デ
ル

建
物

の
設

計
検

討
を

深
化

し
、

構
造

及
び

防
耐

火
等

含
め

た
総

合
的

な
検

討
を

行
う

。
・
角

度
調

整
が

可
能

な
接

合
金

物
の

詳
細

検
討

及
び

難
燃

処
理

し
た

L
V

L
を

用
い

た
接

合
部

の
構

造
実

験
を

実
施

す
る

。

3
G

IR
 研

究
会

会
長

 永
井

 敏
浩

G
IR

接
合

に
よ

る
4
階

建
て

、
木

造
事

務
所

標
準

モ
デ

ル

事
務

所

【
技

術
指

導
者

】
大

分
大

学
 木

質
構

造
研

究
室

 准
教

授
 田

中
圭 【
意

匠
設

計
者

】
株

式
会

社
日

本
設

計
【
構

造
設

計
者

】
G

IR
 研

究
会

【
木

質
材

料
供

給
者

】
G

IR
 研

究
会

（
中

東
・
藤

寿
産

業
・
山

佐
木

材
）

・
製

材
・
中

小
断

面
集

成
材

・
大

断
面

集
成

材
・
C

L
T

【
提

案
の

概
要

】
・
主

と
し

て
大

断
面

集
成

材
を

用
い

て
梁

間
方

向
は

G
IR

（
G

lu
e
d
 i
n
 R

o
d
）

接
合

に
よ

る
ラ

ー
メ

ン
構

造
、

桁
行

方
向

は
耐

力
壁

等
に

よ
る

耐
震

要
素

を
備

え
た

加
工

性
、

施
工

性
の

高
い

構
法

に
よ

る
４

階
建

て
事

務
所

を
実

現
す

る
。

【
検

討
の

内
容

】
・
標

準
モ

デ
ル

と
な

る
４

階
建

て
事

務
所

プ
ラ

ン
の

作
成

検
討

を
行

う
。

・
意

匠
性

及
び

コ
ス

ト
を

考
慮

し
た

標
準

型
G

IR
接

合
と

防
耐

火
仕

様
の

検
討

を
行

う
。

4
R

e
e
gl

e
 株

式
会

社
 コ

レ
モ

ク
推

進
室

北
添

幸
誠

み
ん

な
の

ヒ
ノ

キ
ビ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

【
技

術
指

導
者

】
N

P
O

 法
人

te
am

 T
im

b
e
ri
ze

 副
理

事
長

、
共

立
女

子
大

学
建

築
・
デ

ザ
イ

ン
学

部
准

教
授

、
株

式
会

社
K
A

P
取

締
役

　
萩

生
田

秀
之

【
意

匠
設

計
者

】
有

限
会

社
 艸

建
築

工
房

 横
畠

康
【
構

造
設

計
者

】
北

添
建

築
研

究
室

 北
添

幸
誠

【
木

質
材

料
供

給
者

】
ウ

ッ
ド

テ
ク

ノ
ス

株
式

会
社

・
製

材
・
中

小
断

面
集

成
材

・
大

断
面

集
成

材
・
C

L
T

・
合

板

【
提

案
の

概
要

】
・
全

国
に

お
い

て
生

産
性

の
高

い
中

断
面

集
成

材
の

梁
、

柱
と

耐
力

壁
を

用
い

、
設

計
施

工
と

も
に

汎
用

性
の

あ
る

木
造

純
ラ

ー
メ

ン
工

法
に

よ
る

7
5
分

純
耐

火
建

築
物

（
燃

え
し

ろ
型

）
と

１
時

間
耐

火
建

築
物

の
４

階
建

て
事

務
所

を
実

現
す

る
。

【
検

討
の

内
容

】
・
7
5
分

準
耐

火
構

造
（
燃

え
し

ろ
設

計
）
モ

デ
ル

の
た

め
に

、
幅

1
8
0
m

m
ヒ

ノ
キ

集
成

材
で

G
IR

接
合

の
実

験
を

実
施

す
る

。
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受 付 N
o
.

応
募

者
名

（
代

表
者

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

提
案

す
る

構
法

対
象

用
途

使
用

す
る

木
質

材
料

提
案

の
概

要

1
東

急
建

設
株

式
会

社
代

表
取

締
役

社
長

　
寺

田
　

光
宏

在
来

軸
組

み
工

法
に

よ
る

典
型

的
な

オ
フ

ィ
ス

モ
デ

ル

■
木

造
ラ

ー
メ

ン
方

式
■

木
造

耐
力

壁
方

式
■

事
務

所
■

共
同

住
宅

・
製

材
・
中

小
断

面
集

成
材

・
大

断
面

集
成

材
・
合

板

【
提

案
の

概
要

】
・
在

来
軸

組
み

工
法

を
基

本
と

し
た

一
方

向
ラ

ー
メ

ン
（
鋼

板
挿

入
型

ド
リ

フ
ト

ピ
ン

工
法

）
＋

一
方

向
に

高
耐

力
壁

を
設

け
た

構
造

。

2
（
一

社
）
日

本
ツ

ー
バ

イ
フ

ォ
ー

建
築

協
会

 会
長

池
田

　
明

枠
組

壁
工

法
の

パ
ネ

ル
設

計
・
生

産
・

施
工

合
理

化
・
標

準
化

事
業

■
木

造
耐

力
壁

方
式

■
事

務
所

■
共

同
住

宅
■

そ
の

他

・
製

材
・
中

小
断

面
集

成
材

・
L
V

L
・
構

造
用

合
板

【
提

案
の

概
要

】
・
枠

組
壁

工
法

に
よ

る
中

大
木

造
建

築
普

及
の

為
に

構
造

躯
体

生
産

施
工

合
理

化
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

枠
組

壁
工

法
の

標
準

パ
ネ

ル
工

法
を

確
立

す
る

事
で

パ
ネ

ル
生

産
・
現

場
施

工
の

生
産

性
を

高
め

る
こ

と
で

中
大

規
模

枠
組

壁
工

法
建

築
物

の
普

及
図

る
。

表
1
.4

.2
　

令
和

５
年

度
　

中
大

木
造

建
築

普
及

加
速

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
（
一

般
枠

）
　

選
定

チ
ー

ム
一

覧
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第 2 章 有識者会議と連絡調整会議の開催 

2.1 第 1回有識者会議の開催概要 

日 時：令和５年７月２１日（金）

場 所：メールによる開催 

出席者：（敬称略、順不同) 

委 員：五十田博、稲山正弘、腰原幹雄、鮫島正浩、脇山芳和、平野陽子 

行 政：【国交省住宅局住宅生産課】原田佳道、高梨潤、髙橋誠 

【国交省大臣官房官庁営繕部整備課】田阪昭彦、佐藤靖浩 

【林野庁木材産業課】土居隆行、熊谷有理、松田 涼 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：【ドット】山崎渉

事務局：【住木ｾﾝﾀｰ】金子弘、伊巻和貴、（清水俊二）、石部魁斗、渡部宥太 

【木構振】平原章雄 

議事概要： 

メールにて以下の内容について説明を行い、意見を伺った。

・中大木造建築普及加速化プロジェクトの概要

・中大木造建築普及加速化プロジェクトの募集要領案

・中大木造建築普及加速化プロジェクトの募集申請様式

特段のご意見はなく、募集要領に従って、2023 年 7月 28日（金）から、検討支援枠及び

一般枠の募集をすることとした。 
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2.2 第 2回有識者会議の開催概要（検討支援枠の選定） 

 

日 時：令和５年 10 月６日（金） 10：00～12：00 

場 所：ワイム貸会議室 神田 Room7A及び ZOOM によるオンライン 

    (東京都千代田区内神田 1-18-12 内神田東誠ビル 7F) 

出席者：（敬称略、順不同) ※括弧書きは欠席者、アンダーラインは Web参加 

委 員：（五十田博）、稲山正弘、腰原幹雄、鮫島正浩、脇山芳和、平野陽子 

行 政：【国交省住宅局住宅生産課】原田佳道、高梨潤、髙橋誠 

【国交省大臣官房官庁営繕部整備課】田阪昭彦、佐藤靖浩 

【林野庁木材産業課】土居隆行、熊谷有理、松田 涼 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：【ドット】山崎渉 

事務局：【住木ｾﾝﾀｰ】金子弘、伊巻和貴、（清水俊二）、石部魁斗、渡部宥太 

【木構振】平原章雄 

 

添付資料：資料 0_議事次第 

資料 1_中大木造建築普及加速化プロジェクト事業の概要 

資料 2_募集要領 

資料 3_審査チェックシート（採点基準） 

資料 4_提案事業一覧（受付順） 

資料 5_提案申請書（赤色ファイル） 

資料 6_提案事業採点集計結果（得点順） 

資料 7_提案事業採点集計結果（委員別） 

資料 8-1_審査チェックシート（No.1PWA＋株式会社 AQ Group） 

資料 8-2_審査チェックシート（No.2 有限会社ビルディングランドスケープ） 

資料 8-3_審査チェックシート（No.3GIR研究会） 

資料 8-4_審査チェックシート（No.4Reegle株式会社） 

資料 9-1_公募審査スケジュール 

資料 9-2_公募審査スケジュール（詳細版） 

資料 10_採択者公表について（プレスリリース） 

追加資料 1 提案事業 No.1委員質問事項 

追加資料 2 提案事業 No.4委員質問事項 

 

※資料は省略。 

 

議事概要： 

1.公募説明（資料 2、3、4） 
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本事業の公募内容および提案事業の説明を行った。なお、提案別の議論において、各提案

の関係者である委員はコメントしていない。※No.1 稲山委員、No.3 腰原委員 

2. 採択候補提案の選定（資料 5、6、7） 

 各提案事業について説明した。評価の視点を踏まえながら審査し、本事業の対象事業とし

て４件を採択候補とした。 
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2.3 第 3回有識者会議の開催概要（一般枠の選定） 

 

日 時：令和６年 1月 25日（木） 10：00～12：00 

場 所：ワイム貸会議室 赤坂スターゲートプラザ RoomA+B及び ZOOMによるオンライン 

    (東京都港区赤坂 2-3-5 赤坂スターゲートプラザ B1F) 

出席者：（敬称略、順不同) ※括弧書きは欠席者、アンダーラインは Web参加 

委 員：五十田博、稲山正弘、腰原幹雄、鮫島正浩、脇山芳和、平野陽子 

行 政：【国交省住宅局住宅生産課】原田佳道、高梨潤、髙橋誠 

【国交省大臣官房官庁営繕部整備課】田阪昭彦、佐藤靖浩 

【林野庁木材産業課】土居隆行、熊谷有理、松田 涼 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：【ドット】山崎渉 

事務局：【住木ｾﾝﾀｰ】金子弘、伊巻和貴、清水俊二、石部魁斗、渡部宥太 

【木構振】平原章雄 

添付資料：資料 0_議事次第 

資料 1_募集要領 

資料 2_審査チェックシート（採点基準）  

資料 3_提案事業一覧（受付順）  

資料 4_提案申請書（赤色ファイル）  

資料 5_提案事業採点集計結果（受付順）  

資料 6_提案事業採点集計結果（委員別）  

資料 7-1_審査チェックシート（No.1 東急建設株式会社）  

資料 7-2_審査チェックシート（No.2（一社）日本ツーバイフォー建築協会） 

資料 8_令和 6年度の進め方（案） 

追加資料 1 補足資料（No.1東急建設株式会社） 

追加資料 2 補足資料（No.2（一社）日本ツーバイフォー建築協会） 

参考資料 1 中大木造建築普及加速化プロジェクト事業の概要 

参考資料 2 公募審査スケジュール（一般枠） 

参考資料 3 公募審査スケジュール（詳細版） 

 

※資料は省略。 

 

議事概要： 

1.公募内容の説明（資料 1、2） 

本事業の公募内容および提案事業の説明を行った。 

 

2. 採択候補提案の選定（資料 3、4、5、6、7） 
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各提案事業について説明した。評価の視点を踏まえながら審査し、本事業の対象事業とし

て 2件を採択候補とした。 

3．令和 6年度の進め方（資料 8） 

令和 6年度の進め方（案）について共有した。当初予定では、検討支援枠、一般枠の各提

案についての評価を令和 6 年度春頃に実施予定としていたが、各提案の検討状況を踏まえ

ると夏～秋頃に変更することとした。構法解説集のとりまとめは、当初想定されていた秋頃

より後にずれる可能性はあるが、令和 6年度中に取りまとめることとした。 
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2.4 第１回連絡調整会議の開催概要 

 

日 時：令和５年 11 月２日（木） 14：00～17：00 

場 所：ワイム貸会議室 神田 Room7A及び ZOOM によるオンライン 

    (東京都千代田区内神田 1-18-12 内神田東誠ビル 7F) 

出席者：（敬称略、順不同) ※括弧書きは欠席者、アンダーラインは Web参加 

委 員：五十田博、稲山正弘、腰原幹雄、鮫島正浩、脇山芳和、平野陽子、武田光史、 

大桃一浩、（本郷浩二）、宮田雄二郎、山代悟、田中圭、萩生田秀之 

行 政：【国交省住宅局住宅生産課】原田佳道、高梨潤、髙橋誠 

【国交省大臣官房官庁営繕部整備課】田阪昭彦、佐藤靖浩 

【林野庁木材産業課】土居隆行、熊谷有理、松田 涼 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：【ドット】山崎渉 

事務局：【住木ｾﾝﾀｰ】金子弘、伊巻和貴、（清水俊二）、石部魁斗、渡部宥太 

【木構振】平原章雄 

 

添付資料：資料 0_議事次第 

資料 1_中大木造建築普及加速化プロジェクト事業の概要 

資料 2_第 2回有識者会議開催概要（案） 

資料 3-1～3-4_提案申請書（選定チーム No.1～No.4） 

資料 4-1～4-4_委員コメントへの回答書（選定チーム No.1～No.4） 

資料 5-1～5-4_委員への質問・相談リスト（選定チーム No.1～No.4） 

資料 6-1_公募審査スケジュール（検討支援枠） 

資料 6-2_公募審査スケジュール（詳細版） 

 

※資料は省略。 

 

議事概要： 

1.受付 NO.1：（一社）中大規模木造プレカット技術協会（PWA）＋株式会社 AQGroupの議論 

 選定チーム参加者：鍋野（鍋野友哉アトリエ/TMYA）、田村（AQグループ） 

委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 

 

2.受付 NO.2：有限会社ビルディングランドスケープの議論 

 選定チーム参加者：中村、吉田（ビルディングランドスケープ）、佐藤（桜設計集団）、

李（株式会社キーテック）、村西（BXカネシン） 

委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 
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3.受付 NO.3：GIR 研究会の議論 

 選定チーム参加者：永井、三枝（GIR研究会）、大山、畔柳（日本設計）、相沢、渡辺（藤

寿産業） 

委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 

 

4.受付 NO.4：Reegle株式会社 コレモク推進室の議論 

 選定チーム参加者：北添（Reegle株式会社）、横畠（艸建築工房） 

委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 
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2.5 第２回連絡調整会議の開催概要 

 

日 時：令和５年 12 月 5日（火） 15:00～18:00 

場 所：ワイム貸会議室 神田 Room7A及び ZOOM によるオンライン 

    (東京都千代田区内神田 1-18-12 内神田東誠ビル 7F) 

出席者：（敬称略、順不同) ※括弧書きは欠席者、アンダーラインは Web参加 

委 員：五十田博、稲山正弘、（腰原幹雄）、鮫島正浩、脇山芳和、平野陽子、武田光史、 

大桃一浩、本郷浩二、宮田雄二郎、山代悟、（田中圭）、（萩生田秀之） 

行 政：【国交省住宅局住宅生産課】原田佳道、高梨潤、髙橋誠 

【国交省大臣官房官庁営繕部整備課】田阪昭彦、佐藤靖浩 

【林野庁木材産業課】土居隆行、熊谷有理、松田 涼 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：【ドット】山崎渉 

事務局：【住木ｾﾝﾀｰ】金子弘、（伊巻和貴）、清水俊二、石部魁斗、渡部宥太 

【木構振】平原章雄 

 

添付資料：資料 0_議事次第 

資料 1-1_第 1回連絡調整会議開催概要（案） 

資料 1-2_選定チームからの質問事項等の整理 

資料 2-1～2-4_提案申請書（選定チーム No.1～No.4） 

資料 3-1～3-4_委員コメントへの回答書（選定チーム No.1～No.4） 

資料 4-1～4-4_委員への質問・相談リスト（選定チーム No.1～No.4） 

資料 5-1_公募審査スケジュール（検討支援枠） 

資料 5-2_公募審査スケジュール（詳細版） 

資料 6_中大木造建築普及加速化プロジェクト事業とりまとめ方法（案） 

参考資料 1_中大木造建築普及加速化プロジェクト事業の概要 

 

※資料は省略。 

 

議事概要： 

1.受付 NO.1：（一社）中大規模木造プレカット技術協会（PWA）＋株式会社 AQGroupの議論 

 選定チーム参加者：鍋野（鍋野友哉アトリエ/TMYA）、田村（AQグループ）、川原（木質

環境建築）、遠藤（PWA） 

委員コメントに対する回答書をの共有を行った。 

 委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 
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2.受付 NO.2：有限会社ビルディングランドスケープの議論 

 選定チーム参加者：中村、吉田（ビルディングランドスケープ）、佐藤（桜設計集団） 

委員コメントに対する回答書をの共有を行った。 

 委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 

 

3.受付 NO.3：GIR 研究会の議論 

 選定チーム参加者：永井、牧島（SMB建材）、大山、森、畔柳（日本設計）、佐藤（藤寿

産業）、金（スクリムテックジャパン）、今井、中野（翠豊） 

委員コメントに対する回答書をの共有を行った。 

 委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 

 

4.受付 NO.4：Reegle株式会社 コレモク推進室の議論 

 選定チーム参加者：北添（Reegle株式会社）、横畠（艸建築工房） 

委員コメントに対する回答書をの共有を行った。 

 委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 
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2.6 第３回連絡調整会議の開催概要 

 

日 時：令和６年２月 15日（木） 13：00～16：00 

場 所：ワイム貸会議室 神田 Room7A及び ZOOM によるオンライン 

    (東京都千代田区内神田 1-18-12 内神田東誠ビル 7F) 

出席者：（敬称略、順不同) ※括弧書きは欠席者、アンダーラインは Web参加 

委 員：五十田博、（稲山正弘）、腰原幹雄、鮫島正浩、（脇山芳和）、平野陽子、 

武田光史、大桃一浩、本郷浩二、宮田雄二郎、山代悟、田中圭、萩生田秀之 

行 政：【国交省住宅局住宅生産課】原田佳道、高梨潤、髙橋誠 

【国交省大臣官房官庁営繕部整備課】田阪昭彦、佐藤靖浩 

【林野庁木材産業課】土居隆行、熊谷有理、松田 涼 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：【ドット】山崎渉 

事務局：【住木ｾﾝﾀｰ】金子弘、（伊巻和貴）、清水俊二、石部魁斗、渡部宥太 

【木構振】平原章雄 

 

添付資料：資料 0_議事次第 

資料 1_第 2回連絡調整会議開催概要（案） 

資料 2-1～2-4_提案申請書（選定チーム No.1～No.4） 

資料 3-1～3-4_委員コメントへの回答書（選定チーム No.1～No.4） 

資料 4-1～4-4_委員への質問・相談リスト（選定チーム No.1～No.4） 

資料 5-1～5-4_とりまとめ資料への回答（選定チーム No.1～No.4） 

資料 6-1～6-4_進捗状況及び来年度支援が必要な項目（選定チーム No.1～No.4） 

資料 7_とりまとめ方法（案） 

資料 8_中大木造建築普及加速化プロジェクト事業 R6の進め方（案） 

資料 9-1_公募審査スケジュール（検討支援枠） 

資料 9-2_公募審査スケジュール（詳細版） 

参考資料 1_中大木造建築普及加速化プロジェクト事業の概要 

追加資料 1_追加資料_受付 No.2 

 

※資料は省略。 

 

議事概要： 

1.受付 NO.1：（一社）中大規模木造プレカット技術協会（PWA）＋株式会社 AQGroupの議論 

 選定チーム参加者：田村（AQ グループ）、遠藤（PWA） 

資料 5-1とりまとめ方針、資料 6-1来年度の検討方針について報告を行った。 

 委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 
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2.受付 NO.2：有限会社ビルディングランドスケープの議論 

 選定チーム参加者：中村、吉田（ビルディングランドスケープ）、佐藤（桜設計集団）、

村西、杉山、篠宮（BXカネシン） 

資料 5-2とりまとめ方針、資料 6-2来年度の検討方針について報告を行った。 

 委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 

 

3.受付 NO.3：GIR 研究会の議論 

 選定チーム参加者：永井、牧島、三枝（SMB建材）、小泉、畔柳、森（日本設計）、渡邊、

佐藤、遠藤（藤寿産業）、金（スクリムテックジャパン）、山田（中

東）、中野（翠豊） 

資料 5-3とりまとめ方針、資料 6-3来年度の検討方針について報告を行った。 

 委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 

 

4.受付 NO.4：Reegle株式会社 コレモク推進室の議論 

 選定チーム参加者：北添（Reegle株式会社）、横畠（艸建築工房） 

資料 5-4とりまとめ方針、資料 6-4来年度の検討方針について報告を行った。 

 委員と選定チームで議論、意見交換を行った。 
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第 3 章 令和 5 年度の成果と令和 6 年度の検討案について 

3.1 令和 5 年度の成果 

 令和 5 年度においては、「検討支援枠」に選定された各チームより提案内容の説明がなさ

れ、連絡調整会議において、各専門分野の委員から技術的助言が行われ、各選定チームにお

いて実装に向けた検討が進められた。 

さらに、本事業の検討支援の助成により令和 5 年度に行われた実験結果や検証結果のほ

か、3.3「とりまとめ方法（案）」を反映して、令和 5 年度の成果が取りまとめられた。 

3.2 令和 6 年度の検討案 

連絡調整会議の中で、構法解説集のとりまとめ・実装化に向けて、令和 6 年度も継続し

て実験・検証等を行うことが必要、あるいは望ましい事項について指摘があった。 

これらの指摘事項を踏まえ、来年度検討支援が必要な事項及びその費用について選定チ

ームから提出があり、その内容についてヒアリングを実施した。 

上記背景を考慮し、当初令和 6 年度春の時点で「評価」を出す予定としていたが、令和 6

年度前半も引き続き技術的支援を行うこととした。 

 「一般枠」についても、令和 6 年度に 3.3「とりまとめ方法（案）」を提示し、これらの

内容を踏まえて成果物のとりまとめを行うこととした。 

3.3 とりまとめ方法（案） 

・とりまとめ方針（共通）：まずは各案のコンセプト・特徴を明示した案を提示する。４案

では以下のようにコンセプトが異なる。現段階でのコストや調達の容易性などに配慮しす

ぎると、コンセプトが薄まり、似たような案になっていくことが予想される。そこで、まず

は各案の特徴を生かした案を示し、普及を考慮した際に何が必要かを整理する。 

各案のコンセプト 

１．現状で入手しやすい流通材を利用した在来軸組構法ビル 

２．LVL とフレキシブル鋼製ブレースによるオープンな空間を実現する構法ビル 

３．GIR と大断面集成材フレームによる 1 方向ラーメンフレーム構法ビル 

４．ヒノキ大断面集成材と GIR による西日本型 1 方向ラーメンフレーム構法ビル 

・明示する項目（共通）

1.構造設計の自由度について考え方を明示する。

今回は、階高やスパン、床面積などの規模の他、接合部の仕様や部材断面などを限定した（適

用範囲を狭めた）ものとして、設計を容易にする運用としても可。将来、各部の構造データ

第3章ｰ1



や解析検討が積み重なったら自由度を付与することが可能というストーリーがあるなら、

その旨を明記。ただし、自由度を高める場合は、設計者の負担や、材料調達のコスト・納期

に問題が生じる可能性もあるので、その旨も示し、拡大できる自由度の限界の目安があれば

示す。 

 

2.当該構法に取り組む際の構造設計者のターゲットイメージを明示する。 

当該構法の普及には、これまで中大木造建築物に携わってこなかった構造設計者の広がり

が不可欠。当該構法では、どのような構造設計者を担い手候補としているのかを、その理由

と共に明示してほしい。 

担い手候補は、例えば「これまでは主に鉄骨造に携わっていた設計者」や「これまでは 2 階

建て程度の中大木造の経験がある設計者」等。 

 

3.地方の意匠設計者が当該構法に取り組む際の手順・サポートについて明示する。 

具体的には、意匠設計者が当該構法を採用したビルを設計しようとした際の手順、受けられ

るサポート（案）について示す。これらについては、今後の整備計画として示すことでも可。 

内容は、以下のようなものが考えられる。 

①意匠設計者が当該構法について適用範囲などを学ぶ方法（講習会やマニュアルの整備等） 

②構造設計者の探し方等（マッチングや構造設計者へのマニュアルの整備等：以下同様） 

③施工者の探し方等 

④材料供給者・加工者の探し方等 

⑤全体のスケジュールや工期の目安等 

 

4.コストの試算およびその考え方について明示する。 

現状のコストの試算を示す（他構造との比較は特に必要ない）。その場合、とりまとめ方針

で示した通り、各案のコンセプト・特徴を明示した仕様で示す。 

NO.2～4 については、以下の様な視点で示すことが望ましいか。 

・材料生産や加工の場所との関係で、地域を限定して示す。 

・当該構法の魅力を最大限生かす理想的な仕様と、コストを意識した仕様について分けて示

す。（例えば、燃え代とメンブレンの 2 仕様） 

・将来的に何を行えば、コストを抑えられるかの提案を示す。加えて、施主、施工者のター

ゲットイメージがあれば明示する。 

 

5.要素技術として他の構法でも活用できるものは、独立した資料としてとりまとめる 

各構法で検討している耐力要素で他の構法でも流用が可能と考えられる汎用性のあるもの

については、共有しやすいように、要素技術を整理して示す。流用する際に追加で検討が必

要なことについては、気が付いた範囲で示しておく。 

第3章ｰ2



例えば、NO.2 の筋交い金物、各構法での柱脚システム、耐力壁仕様 等。 

 

6.二次部材（外壁、屋根）の各部構法の考え方を明示する。（検討をした場合） 

二次部材について検討を行った場合は、それについての考え方を明示する。 

共通の課題としての整理になると予想されるので、来年度以降の課題解決に向けての事業

案につなげる。 

 

明示する項目（提案別） 

7.NO.3～4 に対して：想定する材料標準仕様・断面について考え方を明示する 

現段階で、標準断面・等級などが決まっていない材料については、製造上の歩留まり、加工

上の限界、防耐火性能上求められる燃え代寸法や必要残存断面寸法、構造性能上求められる

接合部の縁距離等の観点から、合理的と思われる仕様を提案すると予想されるが、その考え

方について明示する。 

 

8.NO.1～2 に対して：標準として使用する材料を国産材の他樹種に置き換えた場合の可能

性・課題を示す。 

当該構法はまずはコンセプトで明示した方針で使用材料を決定するが、国産材スギに置き

換えた場合にどうなるか、課題は何かについて示す。具体的には、置き換え可能部位や、置

き換えた場合の断面などの予想（置き換えの可能性）を示す。 

置き換えた場合の設計方法等の整備は来年度以降で可。 

・NO.1：中小断面集成材は等級（梁：E105-F300 等）で指定していて入手しやすいオウシュ

ウアカマツ等を用いることを前提としている（カラマツ・ヒノキは調達さえできれば等級的

には問題がない）。これを、スギの集成材とした場合の可能性を示す。 

・NO.2：軸材を全て LVL（柱がスギ、梁がカラマツ）とした場合が前提としている。これを、

スギの集成材とした場合の可能性を示す。 
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1 

中大木造建築普及加速化プロジェクト事業 募集要領 

１．募集概要 

（１）事業の目的

カーボンニュートラル社会の実現、循環型地域社会の構築に向け、民間建

築物を含めた建築物のさらなる木造化のため「都市(まち)の木造化推進法」

の施行等様々な施策が講じられています。 

しかしながら、3階を超える規模の中層建築物等については、依然として

木造化率が低い水準で推移しており、コスト、施工性等の点で高い競争力を

有し、地域の設計者、施工者（建設会社、工務店等）の間で広く展開できる

構法及びそれを実現するための部材供給等の枠組みを整備していくことが

必要です。 

こうした状況の中、本事業は、国土交通省・林野庁の連携のもと、4階建

ての事務所及び共同住宅をモデルに、コスト、施工性等の点で高い競争力を

有する構法及びそれを実装するための部材供給等の枠組みについて、検討段

階のものも含めて広く公募し、寄せられた提案について、地域の設計者、施

工者の間で広く展開を目指す観点からの評価を行い、今後中層木造建築物に

取り組むことが期待される関係者と広く共有を行います。 

また、検討段階の構法等の提案については、本事業の趣旨に沿ったものが

実装されることを目指し、実装に向けた課題に係る関係者との意見交換の場

の提供等を行います。 

（２）募集する提案

次の①及び②の要件を満たす木質材料（製材、集成材、LVL、CLT等）を用

いた構法及びそれを実装するための部材供給等の枠組みに関する提案を募

集します。 

募集は、「検討支援枠」と「一般枠」の２つの部門に分けて行い、技術等

の検討に対する支援を活用するものを「検討支援枠」、これ以外のものを「一

般枠」として募集します。 

① 基本要件(「検討支援枠」「一般枠」共通)

i) 4階建ての事務所又は共同住宅について、コスト、施工性等の点で高

い競争力を持つと考えられる構法等に関する提案であること

ii)構法だけでなく、高い競争力を確保して実装するための部材供給等の

体制についても含む提案であること

iii)既に開発・整備済みの構法等、検討段階の構法等のいずれも対象とす

るが、検討段階のものについては 2025 年度を目途に検討終了及び実

付録1　募集要領
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装が見込まれるものであること 

iv)個別の会社のみに利用が限定されるものではないこと（利用に当たっ

て所定の団体への加入等を要件としているものも対象とする。） 

② 「検討支援枠」に係る追加要件 

i) 検討段階の構法等であること 

ii)地域の設計者・施工者により広く利用されるよう配慮されたものであ

ること（利用にあたって所定の団体への加入等を要件としているもの

も対象とする。（団体加入等のコストが当該構法の幅広い普及を阻む

水準のものでないものに限る。）） 

iii)検討に必要となる専門家によるチームが整備されていること（技術

指導者（学識者等）、川下（設計者）、川中（木質材料供給者）が構成

員に含まれていること。） 
 
（３）募集の対象とする事業者 

本募集への応募者は、原則として、本募集に応募した提案の構法を実施し

ている者又は実施する予定の者とします。 

次の①又は②に該当する者※（「検討支援枠」にあっては、当該者が存する

チームの構成員）は、本事業への応募は認められません。 

① 過去 3 カ年以内に国土交通省住宅局又は林野庁林政部所管事業補助金に

おいて、交付決定の取り消しに相当する理由で補助金の返還を求められ

たことのある者等（団体を含む）であること 

② 暴力団または暴力団員であること、ないしは、暴力団または暴力団員と

不適切な関係にあること 

※応募にあたっては、上記①及び②への該当の有無を申告していただきます。 

 

（４）募集期間等 

募集する部門に応じて、次の募集期間等により提案を募集します。 

① 検討支援枠 

募集期間：2023年 7月 28日（金）～2023年 9月 15日（金）13時 

提出書類は 2023年 9月 15日（金）13時までに必着とします。 

② 一般枠 

募集期間：2023年 7月 28日（金）～2023年 12月 15日（金）13時 

提出書類は 2023年 12月 15日（金）13時までに必着とします。 

 

（５）資料の入手先、問い合わせ先 

募集要領・応募様式は下記の URL からダウンロードして下さい。 
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本募集の内容や応募に関してご不明な点等ございましたら、以下の問い

合わせ先までご連絡下さい。なお、質問・相談につきましては、原則として

E-mailにてお願い致します。 

 

（６）応募書類の提出先、提出方法 

① 応募書類の提出先 

応募書類は以下の提出先まで提出して下さい｡ 

 

② 応募書類の提出方法 

原則、メール又は郵送※での提出とします。郵送の場合、応募者に対して

受け取った旨の連絡はしませんので、応募者自身で確認できる方法（配達記

録郵便等）で申し込みをして下さい。 

郵送の場合、提出書類の表書きには、「中大木造建築普及加速化プロジェ

クト事業 応募書類在中」を記入して下さい。（提出書類の差し替えは固くお

断りします。） 

※郵送のほか、宅配等での応募書類の提出も可としますが、いずれの場合も送付する封筒に

て必ず郵送時の消印に相当する書類発送日（配送事業者の受付日時等）が分かる手段と

して下さい。応募書類発送日の確認ができない場合は受理できない場合もありますので、

ご留意下さい。 

 

（７）提出書類 

応募者は、次の提出書類一覧表に従い、募集期間中に必要部数を提出して

下さい。 

 

 

 

■(公財)日本住宅・木材技術センターのホームページ 

https://www.howtec.or.jp/publics/index/406/ 

募集要領・応募様式のダウンロードが可能 

■問い合わせ先 

(公財)日本住宅・木材技術センター研究技術部（担当：伊巻、渡部、石部） 

電 話：03－5653－7662 ／ e-mail：gijutsu@howtec.or.jp 

〒136-0075 東京都江東区新砂 3-4-2 

(公財)日本住宅・木材技術センター 研究技術部 

e-mail：gijutsu@howtec.or.jp 
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提出書類一覧表 

区分 書類名 提案する事業 必要

部数 検討 

支援枠 

一般枠 

提案申請書 ① 提案申請書【様式１】 ○ ○ １部 

応募図書 ② 提案概要【様式２】 ○ ○ １部 

③ 支援が必要な検討事項一覧【様

式３】 

○  １部 

参考資料 ④ 様式２又は様式３に記載の内

容を補足するための参考資料

（任意様式） 

○ ○ １部 

CD-R等 

（郵送の場合） 

① ～④の応募書類の電子データ

を保存したもの 

○ ○ １式 

（注意事項） 

１) 各応募書類は、両面印刷として下さい。 

２) 各応募書類は A4 サイズにまとめて、1 部ずつ左上角をクリップ留めして下さい。（ホチキス

留めはしない。） 

３）提出書類にはページをふって下さい。（各ページの下部） 

４）電子ファイルを作成するアプリケーションソフトによる保存形式は、Microsoft Word 2003

以降と Microsoft Excel 2003 以降のバージョン形式又は PDF 形式として下さい。使用する

フォントについては、一般的に用いないものは使用しないで下さい。 

５）応募書類について、募集要領に従っていない場合や、不備がある場合、記述内容に虚偽があ

った場合は、当該応募を原則無効とします。 

６）応募書類及び応募書類の電子ファイルを格納したＣＤ－Ｒ等はお返ししませんので、その旨

予めご了承下さい。 

７）「参考資料」は、様式２又は様式３のどの部分の記載を補足するための参考資料なのかが分

かるようにして下さい。 

  



5 
 

（８）プロジェクトの流れ 

 

年 月 内 容 

2023年 7月 

 

9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

  12月 

 

 

 

 

3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年春 

 

 

 

 

 

 

2024年秋 

 

 

 

 

 

 

2025年 

 

 

 

 

凡例：  応募者  

提案の募集 
（構法とそれを実現する部材供給等の枠組みに関する提案の募集） 

「検討支援枠」の提案 

「一般枠」の選定 
（有識者会議により選定） 

「検討支援枠」の選定（有識者会
議により最大 5件を選定） 

技術等の実装

に向けた検討 

評価 
（有識者会議によりコスト、設計・部材調達・施工の容易さ等を評価） 

技術等の実装に向け

た最終的な検討 

取りまとめ・公表 
(中層木造建築物の普及加速化に資する構法解説集(仮称)の取りまとめ・公表） 

「一般枠」の提案 

 

有識者や関係団体
からの助言等 

（連絡調整会議） 

 

有識者や関係団体
からの助言等 

（連絡調整会議） 

 

技術等の社会実装、普及 

報告書の提出 



6 
 

 

２．応募のあった提案の審査等 

 

（１）事業実施体制 

本事業は、公募等の手続きを（公財）日本住宅・木材技術センター（以下

「住木センター」という。）が、選定された「検討支援枠」の実施者に対する

資金面の支援を木構造振興株式会社（以下「木構振」という。）が担当しま

す。公募に対する問い合わせは住木センターが受け付け、選定された提案の

実施者に対する窓口も住木センターが担当します。 

 

（２）審査方法 

応募のあった提案は、住木センターに設置した委員会（以下「有識者会議
※1※2」という。）で、所定の要件（上記１．（２））を満たしているか、４の評

価の視点を踏まえながら審査を行い、本事業の対象とする提案を選定します。 

「検討支援枠」の選定は 5件を上限とし、上記１．（２）の要件を満たす

ものが 6件以上ある場合には、中層木造建築物の普及加速化へ貢献する蓋然

性が高いと考えられるもの 5件を有識者会議で選定します。 

「検討支援枠」に応募し、上記審査により選定されなかった場合は、応募

者はこれを「一般枠」での提案に変更することができます。 

※1：審査・選定・評価の公平性、中立性の確保の観点から、有識者会議の委員には次の制限

を行います。 

・委員は、委員本人と関係を有する企業・団体等が応募した提案の審査・選定・評価に関わ

ることはできない。 

・委員は、委員本人又は委員本人と関係を有する企業・団体等が業務としてコンサルティン

グ又はアドバイス等を行った提案の審査・選定・評価に関わることはできない。 

※2：有識者会議（会議に用いた資料及び議事録）は非公開で行います。審査に関する問合せ

には応じることができませんので、あらかじめご了承下さい。 

 

３． 「検討支援枠」に選定された提案への支援 

「検討支援枠」で選定された提案については、以下の支援を行います。 

 

（１）有識者、関係団体等からの助言 

住木センターにおいて、有識者、関係団体等からなる委員会（以下「連絡

調整会議」という。）を定期的に開催し、選定された提案の実施者が検討の

進捗状況の報告を行うとともに、連絡調整会議のメンバーが効果的・効率的

な実装に向けた助言を行います。 

 

（２）検討費用の助成 
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提案内容の実装に向けた検討に係る費用として、1件当たり 350万円を上

限として助成します。なお、助成にあたって、選定された提案の実施者は、木

構振と役務契約を結んでいただく必要があります。 

 

４．選定された提案の評価 

 

有識者会議で選定された「検討支援枠」「一般枠」の提案に関しては、次の

「評価の視点」に基づき有識者会議で評価を行います（2024年度予定）。 

検討段階の提案については、この時点で想定される内容について評価を

行います。 

 

＜評価の視点（案）＞ 

評価の視点 内 容 

①どんな施

主でも木造

を選択でき

る（したく

なる） 

コストの適

切さ 

・トータルコストが低廉となるもの 

＊将来的に、建設費※が同条件の非木造建築物と比較し、全

体で１割増、構造躯体で３割増程度と目算されるもの。（セ

ミオープンとする場合で、特許・認定の関係で使用料を取

る場合はそれらを加味したコストで評価。） 

※ 目標棟数や技術開発費の価格への反映の妥当性も確認 

汎用性 ・与条件（規模・立地、スパンや天井高等）の違いを許容で

きる汎用性の高いもの 

木造らしさ

の PR 

・主要構造部が「あらわし」であるもの等、木造らしさが表

現できるもの 

②どんな事業者でも設計

しやすい（設計の容易さ

等） 

・計算や検証法が容易なもの 

・強度等の確かな構造材を利用するもの 

・マニュアル・情報の提供等のサポートができるもの 

③どんな事業者からも木

材を調達しやすい 

（部材調達の容易さ等） 

・地域性等も考慮のうえ、安定的に調達できる構造材（加工

を含む）であるもの 

④どんな事業者でも施工

しやすい（施工の容易さ

等） 

・特殊な器具・建設機械等を使用しないなど経験に乏しい者

でも施工が容易なもの 

⑤環境・地域への配慮がで

きている 

・材料供給を行う地域の活性化、環境負荷の低減などのプラ

スαの効果が見込めるもの 
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５． 成果の公表等について 

 

（１）検討結果・提案内容の報告について 

選定された提案内容については、実施者は木構振及び住木センターに対

し、検討結果について、木構振及び住木センターが指示する報告書類等（「検

討支援枠」にあっては、３．検討への支援を受けてブラッシュアップされた

内容（図面、試験結果等）を含む）を成果報告書として、所定の期日までに

提出して頂きます。 

 
（２）成果等の取り扱い 

木構振及び住木センターは、５．（１）において提出された報告書につい

て、一般に公開できるものとします。ただし、財産上の利益、競争上の地位

等を不当に害するおそれのある部分について実施者が申し出た場合は、別に

定める優先実施期間中に限り、その一部を公表しないことができます。 

 

（３）図面等の取り扱いについて 

提案の構法に係る図面等について、木構振及び住木センター又は国が事

業成果の普及や調査等のために必要があるとして求める場合、５．（１）で

提出した報告書以外の図面等についても PDF 等のデータを提出して頂くこ

とがあります。大臣認定等の申請書類についても同様とします。 

 

（４）「中層木造建築物の普及加速化に資する構法解説集（仮称）」の作成（2024

年度予定） 

木造建築物の普及促進を図るため、本事業では、選定された提案内容（「検

討支援枠」にあっては、３．検討への支援を受けてブラッシュアップされた

内容を含む）及び有識者会議による評価結果をまとめた「中層木造建築物の

普及加速化に資する構法解説集（仮称）」を作成することとしています。 

これに伴い、「一般枠」「検討支援枠」ともに、追加の資料提出や当該解説

集の原稿作成にご協力をいただくことがありますので、あらかじめご承知お

きください。 

 

６． 情報の取り扱い等について 

 

（１）情報の公開・活用について 

① プレス発表等について 

事業成果等については、５．（２）のとおり、プロジェクト名、実施者名、
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事業概要等を住木センターのホームページ等で公表します。 

② 個人情報の利用目的 

取得した個人情報については、申請に係る事務処理に利用する他、セミ

ナー及びシンポジウムの案内、アンケート等の調査等に利用することがあ

ります。 

 

 





（様式１） 

令和５年  月  日 

木構造振興（株） 代表取締役 山田 壽夫 殿 

（公財）日本住宅・木材技術センター 理事長 古久保 英嗣 殿 

中大木造建築普及加速化プロジェクト事業 提案申請書 

プロジェクト名 

提案者（会社・代表者） 

付録2　提案申請書

1



（様式２） 

提案概要（Ａ４・３枚） 
 

１．プロジェクト名  

２．応募者名 

（提案の実

施予定者） 

 

名称  

代表者名  

住所 〒   -     

電話番号  

３．担当者 

（連絡の窓

口となる方） 

 

 

会社名・部署名等  

住所  

担当者名  

電話番号  Fax 番号  

E-mail  

４．提案チー

ムのメンバ

ー 

(検討支援枠

に係る提案

に限る。 

※は必須) 

技術指導者※  

意匠設計者※  

構造設計者※  

施工者  

木質材料供給者※  

木質材料加工者  

その他材料供給者  
５．応募者に
関する確認
事項 

・過去３カ年以内に国土交通省住宅局又は林野庁林政部所管事業補助金において、交
付決定の取消に相当する理由で補助金の返還を求められたこと（☐該当有 ☐該当
無） 

・暴力団又は暴力団員であること、ないしは、暴力団又は暴力団員と不適切な関係に
あること（☐該当有 ☐該当無） 

６．対象用途 ☐事務所 、☐共同住宅  

７．標準構法名称（仮）  

８．標準構法の概要 

全体構造システムに関するアイソメ図のほか、軸組接合部に係る詳細図等適宜参考図書を追加す

ること。 
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９．提案の大分類 

該当する枠組に〇を付けてください。その他の場合は記入して下さい。 

（１） 提案する構法を以下より選択 
    ☐木造ラーメン方式   ☐木造耐力壁方式   ☐両方式の併用 
（２）使用する各部の材料 

 製材 
中小断面集成材 

大断面集成材 LVL CLT その他 
記入下さい 

柱      
梁      

耐力壁      
床      

 

１０．耐力要素を構成する木質材料・寸法等 

 

 

 

 

 

１１．当該工法のオープン化の程度およびその方法 
 

 

 

 

 

１２．川中（構造材の供給）との連携方針等 
 

 

 

 

 

１３．構造材及びその加工についての容易性についての説明 
 

 

 

 

 

１４．施工の容易性についての説明 
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１５．コストについての説明（将来的な目標棟数やそれに伴うコスト縮減などの目算を含む） 
 

 

 

 

 

１６．想定する防耐火手法 
 

 

 

 

 

１７．想定する構造設計ルート及び構造設計のために整備が必要と思われる検討事項・整備

事項 
 

 

 

 

 

１８．想定される木部が現しとなる部分 
 

 

 

 

 

１９．当該標準構法の普及に関して地域性が存在する場合の説明 
使用する木質材料、使用樹種、加工場など、材料および生産システムにおいて地域差が存在する場合

は、その説明を行う。 
例えば、ある限定した地域の生産システムを利用するのであれば、遠方まで輸送しなくてはいけない場

合はコスト面では不利であるが、あるエリアでは高い競争力があるなど。 
 

 

 

 

 

２０．検討段階のものについて 2025 年度を目途とする検討スケジュール 

提案内容のうち検討段階にあるものについては、現状の到達点、残された課題、今後のスケジュ

ールについて説明を行う。 
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（様式３） 

支援が必要な検討事項一覧 
 

プロジェクト名  

１８―１．支援が必要な検討事項（その１） 

（１） 現状（既にある程度の検討が進んでいる場合にはその内容） 

 

 

 

（２） 検討内容（解析や実験等の概要、達成の難易度、必要に応じ参考図書を添付する

こと） 

 

 

 

（３）検討に必要な費用（内訳を記載すること） 

 

 

 

１８―２．支援が必要な検討事項（その２） 

（１） 現状（既にある程度の検討が進んでいる場合にはその内容） 

 

 

 

（２） 検討内容（解析や実験等の概要、達成の難易度、必要に応じ参考図書を添付する

こと） 

 

 

 

（３）検討に必要な費用（内訳を記載すること） 

 

 

 

１８―３．支援が必要な検討事項（その３） 

（１） 現状（既にある程度の検討が進んでいる場合にはその内容） 

 

 

 

（２） 検討内容（解析や実験等の概要、達成の難易度、必要に応じ参考図書を添付する

こと） 

 

 

 

（３）検討に必要な費用（内訳を記載すること） 
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（様式１） 

令和５年  月  日 

木構造振興（株） 代表取締役 山田 壽夫 殿 

（公財）日本住宅・木材技術センター 理事長 古久保 英嗣 殿 

中大木造建築普及加速化プロジェクト事業 提案申請書 

プロジェクト名 

○○○○○○○プロジェクト

提案者（会社・代表者） 

○○○○○○○○○

○○○○

1

付録3　提案申請書（記入例）



（様式２） 

提案概要（Ａ４・３枚） 
 

１．プロジェクト名 ○○○○○○○プロジェクト 

２．応募者名 

 

 

 

名称 ○○○○○○○○○ 

代表者名 ○○○○ 

住所 〒○○○-○○○○ ○○県○○市○○○○○ 

電話番号 ○○○-○○○-○○○○ 

３．担当者 

（連絡の窓

口となる方） 

 

 

会社名・部署名等 （株）○○ ○○部○○○課 

住所 〒○○○-○○○○ ○○県○○市○○○○○ 

担当者名 ○○○○ 

電話番号 ○○○-○○○-○○○○ Fax番号 ○○○-○○○-○○○○ 

E-mail ○○○○○＠○○. ○○.jp 

４．提案チー

ムのメンバ

ー 

(検討支援枠

に係る提案

に限る。 

※は必須) 

技術指導者※ ○○○○○○ 

意匠設計者※ ○○○○アトリエ/○○○○ 

構造設計者※ ○○○○○構造設計事務所/○○○○ 

施工者 （株）○○○工務店 

木質材料供給者※ （株）○○○○○木材、（株）○○○○○○○○ 

木質材料加工者 （株）○○○○○プレカット 

その他材料供給者 接合金物：（株）○○○○○○○○ 

５．応募者に
関する確認
事項 

・過去３カ年以内に国土交通省住宅局又は林野庁林政部所管事業補助金において、交
付決定の取消に相当する理由で補助金の返還を求められたこと（☐該当有 ☐該当
無） 

・暴力団又は暴力団員であること、ないしは、暴力団又は暴力団員と不適切な関係に
あること（☐該当有 ☐該当無） 

６．対象用途 ◼事務所 、☐共同住宅  

７．標準構法名称（仮） （仮）○○○○○○○○○ 

８．標準構法の概要 

全体構造システムに関するアイソメ図のほか、軸組接合部に係る詳細図等適宜参考図書を追加す

ること。 
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９．提案の大分類 

該当する枠組に〇を付けてください。その他の場合は記入して下さい。 

（１） 提案する構法を以下より選択 

    ☐木造ラーメン方式   ◼木造耐力壁方式   ☐両方式の併用 
（２）使用する各部の材料 

 製材 
中小断面集成材 

大断面集成材 LVL CLT その他 
記入下さい 

柱 ○ ○    
梁 ○ ○    

耐力壁   ○ ○  
床    ○ 合板 

ALC 
 

１０．耐力要素を構成する木質材料・寸法等 

耐力壁：構造用合板張り高耐力壁（●●倍、●●倍） 
軸組（梁・柱）：耐火被覆（柱〇〇角、梁〇〇×〇〇〇～〇〇〇）、露出部（柱〇〇〇角） 
接合部：梁端部：梁受け金物、柱上下：鋼板ビス留め柱脚金物（〇〇〇kN 用、〇〇〇ｋN 用） 
（参考資料１参照） 
 

１１．当該工法のオープン化の程度およびその方法 
品質管理のため講習会を受講し、・・・・・・・・・・・・・。 

 

 

 

１２．川中（構造材の供給）との連携方針等 
・・・・・・・・・・・・・との連携により国産一般流通材を使用（参考資料２参照）。 

 

 

 

１３．構造材及びその加工についての容易性についての説明 
軸組に使用する構造材は・・・・・・・・・・・とし、住宅用プレカット汎用機とプレカット CAD で

可能とする。 
 

 

 

１４．施工の容易性についての説明 
・・・・・・・・・・・・・を用いることにより、木造住宅施工を行ってきた一般の工務店で施工可能

（参考資料３参照）。 
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１５．コストについての説明（将来的な目標棟数やそれに伴うコスト縮減などの目算を含む） 
一般的な鉄骨造による小規模 4 階建て事務所と同等コスト（坪〇〇〇万円以下）（参考資

料４参照） 
 

 

 

１６．想定する防耐火手法 
想定する規模・立地などが明確な場合は、その旨を記す。 

主要構造部の柱・梁・床は、告示のメンブレン１時間耐火仕様（・・・・・・・・・・・・・・）による。 
 

 

１７．想定する構造設計ルート及び構造設計のために整備が必要と思われる検討事項・整備

事項 
ルート 2 
・・・・・・・・・・・の適用条件で、・・・・・・・・・・・・の緩和について検討する。 

 

 

１８．想定される木部が現しとなる部分 
露出部（柱〇〇〇角、梁・・・・・・・、壁・・・・・・・・） 

 

 

 

 

１９．当該標準構法の普及に関して地域性が存在する場合の説明 
使用する木質材料、使用樹種、加工場など、材料および生産システムにおいて地域差が存在する場合

は、その説明を行う。 
例えば、ある限定した地域の生産システムを利用するのであれば、遠方まで輸送しなくてはいけない場

合はコスト面では不利であるが、あるエリアでは高い競争力があるなど。 
 

 

 

 

２０．検討段階のものについて 2025 年度を目途とする検討スケジュール 

提案内容のうち検討段階にあるものについては、現状の到達点、残された課題、今後のスケジュ

ールについて説明を行う。 

 

 

 

 

（注意事項） 

１）参考資料も活用しながら、可能な限り具体的な内容が分かるように記載してください。 

２）検討段階の場合は、その旨記載してください。  
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（様式３） 

支援が必要な検討事項一覧 
 

プロジェクト名 ○○○○○○○プロジェクト 

１８―１．支援が必要な検討事項（その１） 

（１） 現状（既にある程度の検討が進んでいる場合にはその内容） 

現状では、・・・・・・・・・・・・が制約条件となっているが、・・・・・・・・・・・・までの検討が行われて

いる。 

 

（２） 検討内容（解析や実験等の概要、達成の難易度、必要に応じ参考図書を添付する

こと） 

・・・・・・・・・・・の適用条件で、・・・・・・・・・・・・の緩和について検討する（参考資料５参照）。 
 

 

（３）検討に必要な費用（内訳を記載すること） 

・・・・・・・・・・・に関する解析検討   〇〇〇万円 

 

 

１８―２．支援が必要な検討事項（その２） 

（１） 現状（既にある程度の検討が進んでいる場合にはその内容） 

現状では、・・・・・・・・・・・・に用いる適切な接合部材がない。 

 

 

（２） 検討内容（解析や実験等の概要、達成の難易度、必要に応じ参考図書を添付する

こと） 

・・・・・・・・・・・・に用いる適切な接合部材の開発検討を行う（参考資料６参照）。 

 

 

（３）検討に必要な費用（内訳を記載すること） 

・・・・・・・・・・・に関する実験費用   〇〇〇万円 

 

 

１８―３．支援が必要な検討事項（その３） 

（１） 現状（既にある程度の検討が進んでいる場合にはその内容） 

 

 

（２） 検討内容（解析や実験等の概要、達成の難易度、必要に応じ参考図書を添付する

こと） 

 

 

（３）検討に必要な費用（内訳を記載すること） 

 

（注意事項）参考資料も活用しながら、可能な限り具体的な内容が分かるように記載してください。 
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N
o
.

項
目

質
問

回
答

1
募
集

提
案

募
集
は
今
回
限
り
か
。

現
時
点
で
は
、
今
回
限

り
の
募
集
と
し
て
い
ま
す
。
応
募
状
況
等
に
鑑
み
、
必
要
に
応
じ

て
次
回
の
募
集
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

2
〃

「
一
般

枠
」
で
選
定
さ
れ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

ご
提
案
の
構
法
に
つ
い

て
、
有
識
者
に
よ
る
評
価
の
結
果
も
含
め
て
「
構
法
解
説
集

(
案
)
」
と
し
て
広
く
周

知
さ
れ
ま
す
の
で
、
認
知
度
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

3
要
件

「
木
造

」
と
は
何
か
。
①
【
混
構
造
は
応
募
の
対
象
に
な
る
か
】

1
階
が
非
木
造
、
2
～
5
階
が

木
造
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
階
が
木
造
か
非
木

造
か
は
、
そ
の
階
の
構

造
部
材
の
大
半
を
木
材
が
占
め
る
か
等
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

4
〃

「
木
造

」
と
は
何
か
。
②
【
C
L
T
等
の
「
等
」
は
何
を
指
す
の
か
】

製
材
・
集
成
材
以
外
の

木
質
材
料
で
、
L
V
L
な
ど
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

5
〃

基
本
要

件
に
お
け
る
「
コ
ス
ト
、
施
工
性
等
の
点
で
高
い
競
争
力
を

持
つ
」

と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

Ｓ
造
、
Ｒ
Ｃ
造
等
の
非

木
造
建
築
物
と
比
較
し
、
大
幅
に
高
額
と
な
る
、
特
殊
な
施
工
技

術
を
要
す
る
等
の
も
の

で
は
な
く
、
一
般
的
な
施
主
、
地
域
の
施
工
者
等
に
選
択
さ
れ
得

る
も
の
を
指
し
ま
す
。

6
〃

コ
ス

ト
は
ど
の
よ
う
に
算
出
す
れ
ば
よ
い
か
。

一
般
的
な
積
算
方
法
で

構
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
技
術
を
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
と
す
る
場
合
の

使
用
料
、
技
術
開
発
を

要
す
る
場
合
の
費
用
等
を
加
味
し
た
金
額
と
し
て
く
だ
さ
い
。

7
〃

耐
火
構

造
、
準
耐
火
構
造
な
ど
の
防
耐
火
の
要
件
は
な
い
の
か
。
ま

た
、
準

耐
火
構
造
よ
り
耐
火
構
造
の
方
が
評
価
さ
れ
る
の
か
。

耐
火
構
造
、
準
耐
火
構

造
ど
ち
ら
で
の
提
案
も
可
能
で
す
。

ま
た
、
評
価
は
複
数
の

「
評
価
の
視
点
」
に
基
づ
き
行
い
ま
す
の
で
、
耐
火
構
造
が
汎
用

性
の
点
で
評
価
さ
れ
た

り
、
準
耐
火
構
造
が
「
木
造
ら
し
さ
の
P
R
」
の
点
で
評
価
さ
れ
た

り
と
、
一
概
に
評
価
に

優
劣
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

8
〃

「
実

装
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
を
指
す
か
。

ご
提
案
の
構
法
に
つ
い

て
、
実
際
に
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と

（
確
認
手
続
に
提
示
す

る
技
術
デ
ー
タ
の
準
備
や
、
必
要
な
場
合
は
任
意
評
定
や
大
臣
認

定
の
取
得
に
関
し
て
、

目
途
が
つ
い
て
い
る
状
況
）
を
い
い
ま
す
。

中
大
木
造
普
及
加
速
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｑ

Ａ

付録4　中大木造建築普及加速化プロジェクトQ＆A
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N
o
.

項
目

質
問

回
答

9
〃

「
個
別

の
会
社
の
み
に
利
用
が
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
」

と
あ
る

が
、
ど
の
程
度
の
オ
ー
プ
ン
さ
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

構
法
の
使
用
に
あ
た
り

、
特
殊
な
条
件
を
課
す
、
高
額
な
技
術
使
用
料
等
を
請
求
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
構
い
ま

せ
ん
。

た
だ
し
、
「
検
討
支
援

枠
」
の
場
合
は
、
技
術
使
用
料
等
の
コ
ス
ト
が
、
地
域
の
設
計

者
・
施
工
者
に
広
く
利

用
い
た
だ
け
る
水
準
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

1
0
検
討
支
援

枠
の
要
件

チ
ー
ム

の
構
成
員
で
あ
る
「
技
術
指
導
者
」
は
、
大
学
教
員
等
で
あ

る
必
要

は
あ
る
か
。

必
ず
し
も
、
大
学
教
員

な
ど
教
育
機
関
に
属
す
る
者
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
民
間
の
研
究

機
関
へ
の
所
属
、
論
文
の
発
表
、
各
種
学
会
で
の
検
討
へ
の
参
画

な
ど
、
一
定
の
研
究
的

活
動
を
行
っ
て
い
る
技
術
者
で
あ
る
こ
と
は
必
要
で
す
。

1
1
〃

チ
ー
ム

の
構
成
員
で
あ
る
「
構
造
材
の
供
給
者
」
は
、
実
装
段
階
で

複
数
想

定
さ
れ
る
、
現
在
は
決
ま
っ
て
い
な
い
等
の
場
合
に
は
、
ど

の
よ
う

に
す
べ
き
か
。

構
造
材
の
供
給
者
と
し

て
想
定
さ
れ
る
者
を
網
羅
的
に
含
め
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
構
法
に

用
い
る
構
造
材
の
生
産
が
可
能
で
あ
り
、
必
要
な
技
術
的
な
検
討

を
行
う
木
材
事
業
者
等

が
チ
ー
ム
構
成
員
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

1
2
支
援

検
討
支

援
枠
が
受
け
ら
れ
る
検
討
費
用
の
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は

ど
の
よ

う
な
費
用
か
。

提
案
内
容
の
実
装
に
向

け
た
検
討
に
係
る
費
用
と
し
て
、
例
え
ば
、
解
析
的
な
検
討
を
行

う
場
合
の
作
業
費
、
実

験
を
行
う
場
合
の
試
験
体
費
や
実
験
の
委
託
費
、
検
討
の
た
め
に

チ
ー
ム
で
会
議
等
を
行

う
場
合
の
交
通
費
や
貸
会
議
室
費
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

1
3
評
価
の
視

点

「
評
価

の
視
点
」
で
、
最
も
重
視
さ
れ
る
も
の
や
、
優
先
順
位
な
ど

は
あ
る

か
。

「
評
価
の
視
点
」
は
、

各
々
が
独
立
し
た
視
点
で
あ
り
、
そ
の
間
に
優
先
順
位
等
は
あ
り

ま
せ
ん
。

な
お
、
最
終
的
な
評
価

は
、
ご
提
案
の
構
法
の
特
徴
を
示
す
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る

た
め
、
総
合
評
価
で
な

く
「
評
価
の
視
点
」
毎
の
評
価
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
た
だ
し
、
一
般
枠
・

検
討
支
援
枠
の
選
定
で
は
、
有
識
者
会
議
に
お
い
て
総
合
的
に
審

査
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
）

1
4
〃

木
造
に

お
い
て
は
、
耐
久
性
、
維
持
管
理
容
易
性
等
の
確
保
も
重
要

と
考
え

る
が
、
こ
れ
ら
は
評
価
さ
れ
る
の
か
。

今
回
募
集
す
る
提
案
は

「
構
法
及
び
そ
れ
を
実
装
す
る
た
め
の
部
材
供
給
等
の
枠
組
み
」

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
耐
久
性
、
維
持
管

理
容
易
性
、
省
エ
ネ
性

等
の
性
能
は
、
評
価
の
対
象
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

1
5
〃

「
木
造

ら
し
さ
の
P
R
」
に
お
け
る
「
あ
ら
わ
し
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る

燃
え
し

ろ
設
計
の
準
耐
火
構
造
だ
け
で
な
く
、
木
質
耐
火
部
材
で
も

評
価
さ

れ
る
の
か
。

木
質
耐
火
部
材
の
表
面

の
木
材
を
含
め
て
防
耐
火
性
能
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
い

わ
ゆ
る
燃
え
し
ろ
設
計

と
同
等
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
例
え
ば
、

耐
火
告
示
仕
様
（
石
こ

う
ボ
ー
ド
の
耐
火
被
覆
仕
様
）
の
木
柱
の
表
面
に
木
材
を
貼
る
こ

と
は
「
あ
ら
わ
し
」
と

し
て
評
価
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

2



N
o
.

項
目

質
問

回
答

1
6
〃

「
地
域

性
等
も
考
慮
の
う
え
、
安
定
的
に
調
達
で
き
る
構
造
材
（
加

工
を
含

む
）
」
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。

広
く
一
般
的
に
利
用
さ

れ
て
い
る
樹
種
（
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
（
中
～
西
日
本
）
、
カ
ラ
マ
ツ

（
東
～
中
日
本
）
な
ど

）
で
あ
っ
て
、
断
面
寸
法
や
材
長
・
強
度
等
の
面
で
各
地
域
で
一

般
的
に
製
造
・
流
通
し

て
い
る
構
造
材
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
レ
カ
ッ
ト
等
の

加
工
に
つ
い
て
も
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
に
よ
り
対
応
可
能
と
な
る
も
の
も

含
め
、
可
能
な
限
り
幅

広
い
工
場
で
対
応
で
き
る
も
の
が
望
ま
れ
ま
す
。

3





付録5　所定の要件及び評価の視点

中大木造建築普及加速化プロジェクト事業　審査チェックシート（選定時）

１．基本要件への適合 ※×が１つ以上あれば不採択
適否※

i)

ii)

iii)

iv)

i)

ii)

iii)

２．評価の視点に係る諸見 ※ ３：大変期待できる、２：期待できる、１：期待できない

採点※

①基本要件

②「検討支援枠」に係る追加要件

要件

コメント評価の視点

4 階建ての事務所又は共同住宅について、コスト、施工性等の点で高い競争力を持つと考えられる構法
等に関する提案であること

構法だけでなく、高い競争力を確保して実装するための部材供給等の体制についても含む提案であるこ
と

既に開発・整備済みの構法等、検討段階の構法等のいずれも対象とするが、検討段階のものについては
2025 年度を目途に検討終了及び実装が見込まれるものであること

個別の会社のみに利用が限定されるものではないこと（利用に当たって所定の団体への加入等を要件
としているものも対象とする。）

検討段階の構法等であること

地域の設計者・施工者により広く利用されるよう配慮されたものであること（利用にあたって所定の
団体への加入等を要件としているものも対象とする。（団体加入等のコストが当該構法の幅広い普及を
阻む水準のものでないものに限る。））

検討に必要となる専門家によるチームが整備されていること（技術指導者（学識者等）、川下（設計
者）、川中（木質材料供給者）が構成員に含まれていること。）

① どんな施主でも木造を選択できる（したくなる）

⑴ コストの適切さ

⑵ 汎用性

⑶ 木造らしさのPR

② どんな事業者でも設計しやすい（設計の容易さ等）

③ どんな事業者からも木材を調達しやすい（部材調達の容易さ等）

④ どんな事業者でも施工しやすい（施工の容易さ等）

⑤ 環境・地域への配慮ができている
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